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研究成果の概要（和文）：かかりつけ薬剤師に求められるコミュニケーション領域におけるコンピテンシーを
Pharmaceutical Communication Standard（PCS）として構築した。PCSを目指すためのトレーニングプログラム
として、客観的評価にルーブリックを活用したAdvanced Communication Skill up Training（ACST）を開発・実
施した。さらにACSTの実施を通じて、ルーブリックのブラッシュアップ、評価者・ファシリテーターの養成プロ
グラムも試作した。これらの成果物やノウハウを多くの薬剤師に活用してもらうために、誰でも閲覧・ダウンロ
ードできるウェブサイトを構築した。

研究成果の概要（英文）：Though awareness on the importance of communication in the activities of 
family pharmacists is increasing, the skills and attitudes required for good communication have been
 largely unspecified. Thus, we developed the Pharmaceutical Communication Standard (PCS) to define 
communication competency in pharmacists. We developed and conducted the Advanced Communication Skill
 up Training (ACST), a training program using a simulated patient that utilizes a rubric based on 
PCS for objective assessment. Furthermore, the rubric was brushed up through conducting the ACST, 
and a tester/facilitator training program was drafted. We finally built a website where materials, 
showing these results and know-how, are made publically available for viewing and downloading, 
particularly for use by pharmacists.

研究分野：医療コミュニケーション

キーワード： かかりつけ薬剤師　コミュニケーション　コンピテンシー　ルーブリック評価　トレーニング
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
かかりつけ薬剤師にとって望ましいコミュニケーション能力を行動として定義し、かつそのパフォーマンスレベ
ルを評価し、改善点を見出すツールとして、PCSやACSTを構築できたことは、客観的な評価やトレーニングが困
難なコミュニケーション領域の能力向上において意義深いと考える。
また、ACSTの課題は、いずれも患者本位の薬剤師業務の実現を目指した内容となっており、ルーブリックを用い
ることで、目指すべき姿、ミニマムスタンダードを、学習者とファシリテーターが目標を共有しながらプログラ
ムを進めることができる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

(1) 厚生労働省は「患者のための薬局ビジョン」において“患者本位のかかりつけ薬剤師・薬
局の今後の姿を明らかにする”とともに、“団塊の世代が後期高齢者（75 歳以上）になる 2025 
年、更に 10 年後の 2035 年に向けて、現在の薬局をかかりつけ薬局に再編する道筋”を提示し
た。患者が医薬分業のメリットを享受するために“かかりつけ薬剤師”の存在が重要視されて
いるが、真の“かかりつけ薬剤師”として認められるためには、患者はもとより地域の他職種
との信頼関係構築に向けて、一層のコミュニケーション力強化が求められる。 
 
(2) しかしながら、我が国における患者本位の薬剤師のコミュニケーションとはどのようなも
のか、またそのために必要な資質とはどうあるべきか、明確に示した資料はない。2009 年に日
本薬剤師会より「薬剤師に求められるプロフェッショナルスタンダード」が示され、2011 年に
現行版に到っているが、コミュニケーション領域に関しては、具体性に欠ける内容が多いもの
となっている。 

 
２．研究の目的 
(1) “かかりつけ薬剤師”が目指すべきコミュニケーション領域のコンピテンシーとして
Pharmaceutical Communication Standard (PCS)を構築する。 
 
(2) PCS を目指すための実践的な模擬患者参加型のトレーニングプログラム：Advanced 
Communication Skill up Training（ACST）を開発する。 
 
(3) これらを広く共有する仕組みを構築することで、“かかりつけ薬剤師”のコミュニケーシ
ョン力向上に寄与することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
(1) PCS の構築：①マクロ環境分析の手法の一つである PEST 分析（P:政治的、E:経済的、S:社
会的、T:技術的）、②諸外国の薬剤師会などの資料から薬剤師のコミュニケーションに関する
ベストプラクティスや指針を抽出し、どのような領域、視点から構成すべきかを検討した。さ
らに、これらの視点に基づき半構造化した設問を作成し、③患者および他職種を対象としたフ
ォーカス・グループ・インタビューを実施した。インタビュー結果を逐語録に起こし、質的分
析法により分析を行い、コンピテンシーを抽出した。 
原案は、患者や指導的立場にある薬剤師、医療関係の有識者等によるアドバイザリー委員に
提示され、ディスカッションを重ねブラッシュアップされた。さらに日本薬剤師会の学術大会
でシンポジウム「かかりつけ薬剤師に必要なコミュニケーション能力を考える」を開催し、試
案に対していただいたアンケートの様々な意見を反映し、現時点における最終版を決定した。 
本研究は、東京理科大学倫理審査委員会の承認のもと実施した（承認番号 16005）。 
 
(2) PCS 修得度の評価基準の作成：構築したコンピテンシーを広く評価するために複数の患者・
他職種面談場面を設定した。この場面ごとに振り分けられたコンピテンシーの到達度を評価す
るために、態度や技能など、到達度を定量化することが困難な評価対象に対して有用とされる
ルーブリック＊を用いることにした。 
作成したルーブリックは ACST 実施の都度ブラッシュアップを重ね、対象となる基準行動を精
査するとともに、表現型を統一した。さらに、ルーブリックの質を向上するために、ACST ロー
ルプレイ場面の VTR を用いた評価体験後に無記名自記式アンケート調査を２回実施した。各自
の評点及び評価項目に対して迷ったりわかりにくかったりした点（自由記述）から改善点を見
出し、ルーブリックのブラッシュアップに反映させた。 
＊ルーブリック：評価の観点を縦軸、評価の到達度合いを横軸として、各々が交わる領域に評価の基準を
質的に記述する評価基準表 
 
(3) トレーニング方略の構築：作成した
ルーブリックを用いてコンピテンシーの
到達度を評価し、フィードバックする方
略として、模擬患者参加型のトレーニン
グプログラム ACST を構築した。ACST 実
施に向けて、構成要素である場面ごとの
シナリオ作成ならびに、模擬患者、評価
者、ファシリテーター養成を行った。さ
らに、これに付随して、ACST においてル
ーブリックを効果的に活用できる評価者
の養成やファシリテーター養成プログラ
ムを試作した。 
 

参考：指導薬剤師養成ＷＳ資料

１．あるべき姿は？
コンピテンシー
PCS：Pharmaceutical 
Communication Standard

２．評価のものさし

PCSルーブリック

３．トレーニング
ACST：

Advanced Communication 
Skill up Training 

学習者の能力

可
視
化
解
釈

ACSTファシリテーター養成

どのような
コミュニケーション力
があればいいの？

どうやって
訓練すればいいの？

どうやって
評価したらいいの？

図１：研究成果の概要

かかりつけ薬剤師に求められるPCSの構築



４．研究成果  
研究成果の概要を図１に示す。 
 
(1) PCS：PCS においては、「基本行動」「対人行動」「問題解決行動」「他職種連携」の 4つ
のクラスター、10項目のコンピテンシー、40項目のサブコンピテンシーが抽出され、サブコン
ピテンシーは実際にどのような行動をとるべきかを示す「基準行動」として定義することがで
きた（表１）。 

 
(2) PCS ルーブリック：評価の観点を「情報収集」「情報提供」「コミュニケーション」の３
軸を基本とし、３段階の到達度で評価するルーブリックを構築した。アンケート結果から「情
報収集」と「情報提供」の連動性を説明することや、観点として書かれた文章の中で重要な要
素に下線を引くなどいくつかのルールを設けた（図２）。 



(3) ACST：PCS の 40 のサブコンピテンシ
ーに対応する基準行動の到達度を評価す
るために、６つのシナリオ①患者感情へ
の対応、②服薬アドヒアランス不良患者
への対応、③お薬手帳の説明、④ポリフ
ァーマシー対応、⑤がん患者応対、⑥多
職種協働場面 を構築した。 
形成的評価指標として用いた PCS ルー
ブリックにより、参加者は事前に課題で
求められる行動目標を確認し、ファシリ
テーターからのフィードバックで自己評
価とのすり合わせができ、成長課題を認
識することができるトレーニングプログ
ラムとなった（図３） 
ファシリテーターの養成に際しては、
そのあるべき姿を明示したファシリテー
タールーブリックも試作した。 
また、養成したファシリテーター候補者が ACST でファシリテーター体験を積むという一連の
プログラムを開発・実施した。 
 
(4) Web サイトの構築：成果物やノウハウを多くの薬剤師に活用してもらうために、誰でも 
無料で閲覧・ダウンロードできる Web サイトを構築した。 
作成したサイトは日本ファーマシューティカルコミュニケーション学会に委譲し、発展的に更
新されていくことになった。https://pcoken.jp/materials/pcs 
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